
 

報告第１号 

 

令和５年度事業計画 
 

〈事業活動方針〉 

 

測量設計業は、我が国の安全安心と経済成長を支える社会資本整備の最上流に

位置する業務であり、近年では、i-Construction による工事の出来形管理やイン

フラの維持管理にも大きな役割を果たすことが期待されています。そのことから、

建設生産システムの上流から下流まで幅広い範囲で品質を確保するための技術

力の向上はもとより、新たなニーズに対応するための設備投資も求められている

ところです。 

現在、就業者の高齢化や若年層人口の減少による担い手の確保、知識・技術の

承継が大きな課題となっています。さらに、最近の人件費単価は年々上昇してき

ているが公共事業関係予算は緊縮財政の継続により、相変わらず伸び悩みとなっ

ているため、生産性向上のための投資や人材の積極的採用を躊躇せざるを得ない状

況にあります。 

そのような状況にあっても、私ども測量設計業は、万一の災害時に対応できる

体制を常に維持する必要があります。令和５年度は、第９次５か年計画（メイン

テーマ「県土強靭化に貢献するＩＣＴ産業を目指して」）の４年目となります。厳

しい環境ではありますが、計画実現に向けて、技術の研鑽や経営の改善だけでなく、

働き方改革にも対応してまいります。 

また、本年は千葉県の県設置 150 周年にあたり、当協会も２月より「千葉県生

誕 150 周年記念事業パートナー」となりました。記念事業の一環として各種事業

を実施するとともに、公益事業を中心とした協会活動の充実を図り、これまで以

上に県民の皆様から県土の強靭化の重要性及び測量設計業の役割に対するご理解を

得られるよう努力してまいります。 

令和４年度も、前年度に引き続いて新型コロナウイルスの感染拡大により、事

業の延期や中止などの見直しを強いられました。令和５年度においては、政府の

方針により５月より新型コロナウイルスが感染法の分類で５類となりますが、引

き続き事業の実施可否や方法を逐次見直しをしながら実施していくことになり

ます。 

 

主な公益事業は次のとおりです。 

1. 広く県民の皆様に測量設計業をご理解いただくことを目的とした「ちば測協

第１１回県民講座」の開催 

2. 次世代の技術者の人材育成を図るために行う高等学校測量実習の実施 

3. 子どもたちの測量や地図づくりへの関心を高めるための小学生向け測量体験



 

学習の実施 

4. 優れた人材を確保するため、将来的な産学協同も視野に入れた大学生を対象

にした測量講座等に関する調査研究 

5. 測量設計業振興のため、新分野を始めとした地理空間情報活用等に関する調

査研究及び研修の実施 

6. 社会資本整備の基礎を担う測量設計業務の品質を高め、技術と経営とに優れ

た業界となるため、全ての測量設計業に従事する者及び測量設計業を営む者

を対象とした各種研修の実施 

7. 測量設計業に対する県民の理解を得るための「ちば地図展」の開催 

8. 県民測量無料相談所の開設と活用の促進 

9. 県をはじめとする公共事業実施機関及び測量計画機関に対する、県民の安全

安心のための事業提案等の要望活動及び意見交換会の実施 

10. 当協会の公益活動及び会員の情報を適確に紹介するための各種広報活動 

11. 地籍調査推進事業など測量設計業振興のための各種調査研究と、その結果の

公開 

 

〈事業計画内容〉 

 

1. 公益事業 

（１） 研修事業 

① ちば測協第１１回県民講座 ［企画部会］ 

災害等に強い安全・安心な県土づくりにおいて、測量設計業が社会資本整備の

基礎を担う役割を果たし、今まで以上に県民の皆様に認知していただけるテーマ

を選定し、有識者を招いて県民の皆様はもちろん次世代を担う県内高校生が課外

事業の一環として参加出来る｢県民講座｣を開催する。 

今年度は３年ぶりに会場方式で開催、千葉県生誕 150 周年協賛事業の目玉とし

て、元千葉ロッテマリーンズの里崎智也氏と千葉県の歴史に新たな視点をあてる

竹村公太郎氏とを迎えて開催する。 

   

期日場所  令和５年４月２０日 千葉市文化センター 

対  象  県民一般 

事業予算  ２，１５４千円 

  



 

② 高等学校測量実習及び測量競技大会への支援 ［学校研修部会］ 

 県内高等学校の生徒を対象に、授業の一環として測量設計知識の普及等を目的

に、最新測量機器を使用した測量実習を実施する。また、高校の要請によりＵＡ

ＶやＴＬＳの実習を協力企業（株式会社千葉測器）と実施する。さらに、農業系・

工業系高校で実施している測量大会において、競技課題の設定、開催準備、競技

審査等を支援する。 

実施時期  令和５年５月～１２月 

 対  象  県内の高等学校５校を予定 

事業予算  １，５５０千円 

 

③ 小学生測量学習 ［事業部会］ 

県内小学校の児童を対象として、歩測及び磁石を用いた測量体験授業を行う。

測量に興味を持ってもらい、測量と社会のつながりを理解してもらうことにより、

次世代への人材育成につなげていく。 

 

実施時期  令和５年９月頃 

対  象  県内の小学校１校程度 

事業予算  ５００千円 

 

④ 各種研修会への講師派遣 ［技術部会］ 

地域ごとの測量計画機関（発注者）が主催する測量設計に関する講習会におい

て、要請がある場合は適宜講師を派遣する（３回程度）。 

 

事業予算  ３１３千円 

 

⑤ 測量技術研修 ［技術部会］ 

 外部より講師を招聘し、協会員を対象にした、国が進めているＢＩＭ／ＣＩＭ

の基礎と測量の果たす役割に関する講習会を実施する。 

 

期日場所  令和５年９月頃 千葉市内 

 事業予算  ５１５千円 

 

⑥ 測量計画機関向け測量技術講習 ［技術部会］ 

 測量計画機関である県内公共団体職員向けの測量技術講習会を、（公財）千葉県

建設技術センターと協力して実施する。 

 

 期日場所  令和５年５月～６月 千葉市内 

 対  象  県内の公共団体職員 

 事業予算  ７１４千円 



 

⑦ 経営改善研修会 ［経営法制部会］ 

千葉県測量設計政治連盟の顧問である衆議院議員小林鷹之氏他を講師として

招聘し、経済安全保障を通じた我が国の未来像等について講演いただき、今後の

協会員各社の経営と事業の発展に役立てる。 

   

期日場所  令和５年７月 千葉市内 

対  象  測量設計業の経営者 

 事業予算  ５００千円 

 

⑧ 人材確保育成のための初級者研修会 [経営法制部会] 

 令和４年度から始まった新入社員研修は、入社概ね３年未満程度の社員に測量

業及び関連業の基礎知識を習得、最新の測量技術等を体験してもらう。社会人と

しての基礎知識習得のため、経済アナリスト森永康平氏を迎え、わかりやすい政

治・経済・金融を学ぶ研修を実施、あわせて協会会員内の同世代の交流の場等を

設営することで、業界の魅力を感じてもらい定着の促進を図る。 

 

期日場所  令和５年６月７日 オークラ千葉ホテル 

対  象  測量設計業及び関連業に従事する者 

事業予算  ５００千円 

 

⑨ 独占禁止法遵守等研修会 ［経営法制部会］ 

測量設計業等におけるコンプライアンスの徹底等を図るため、県建設関連委託

業務団体連合会と共催で講習会を開催する。 

 

 期日場所  令和５年１０月頃 千葉市内 

 対  象  測量設計業及び関連業に従事する者 

 事業予算  １８０千円 

 

（２） 相談事業 

○ 測量設計無料相談所の運営 ［総務広報部会］ 

 広く県民からの相談に応じ、地域社会への貢献を果たす。また、全ての会員事

業所及び協会事務局に「県民測量設計無料相談所」を開設するとともに、ホーム

ページからの相談も受け付ける。さらに、「ちば測協県民講座」や「ちば地図展」

開催時等をはじめ、公共団体等が開設する行政相談の窓口等に適宜相談員を派遣

する。 

 

実施時期  通 年 

 事業予算  １２０千円 

  



 

（３） 調査事業 

① 地籍調査実態調査 ［地籍調査部会］ 

県内の地籍調査も実施市町村が増えてきたことから、認証申請時の県からの指

摘事項及び法務局提出時の法務局からの指摘事項等を調査し、今後の地籍調査事

業に役立てる。 

千葉県地籍調査推進委員会と協力して講習会等の開催を計画していく。 

 

実施時期  通 年 

 事業予算  ５４０千円 

 

② 経営改善のための調査研究（受注実態調査） ［経営法制部会］ 

 平成５年より毎年実施している受注実態調査事業を行う。 

 

⚫ 県内測量業務等受注実態調査  実施時期  令和５年 ６月頃 

⚫ 全測連測量業実態調査     実施時期  令和５年１０月頃 

                             事業予算  計７０千円 

 

③ 人材確保のための宣伝動画作成 ［経営法制部会］ 

 一昨年度から開設したちば測協チャンネルは、昨年度、人材確保が厳しい業況

を踏まえて、より多くの方々に測量設計業の重要性、必要性等を知って頂くため

の宣伝動画を作成した。令和５年度は、昨年度に制作した宣伝動画の更新を行う。 

 

 事業予算  １５０千円 

 

（４） 普及啓発事業 

① 広報誌編集発行 ［総務広報部会］ 

協会の一年の活動記録及びトピックを記載し、協会及び協会員のＰＲを含めた内容

の広報誌の編集発行をする。 

 

 事業予算  ７００千円 

  



 

② ホームページ運営管理 ［総務広報部会・ウェブ特別部会］ 

 広く県民・関係機関等に、当協会の取組みや測量設計業の重要性、協会の事業

内容並びに会員の情報等を提供するため、協会案内及びホームページ等を通じ、

公益社団法人として積極的に情報の公開を行っていく。なお、協会案内に掲載す

る会員の情報については、起業者からの要望に応えるとともに協会会員への信頼

拡充のため情報の充実を図る。 

 

 実施時期  通 年 

 事業予算  ２１０千円（ホームページ運営管理） 

 

③ 要望活動 ［総務広報部会］ 

 測量設計業の振興と県民の公共の福祉増進のための事業提案等を図るため、

国・県及び市町村等に対する要望活動及び測量計画機関等との意見交換会を実施

する。 

 

⚫ 要望活動  実施時期 令和５年７～８月頃 

⚫ 意見交換会 実施時期 令和５年１１月頃 

 

④ ちば地図展の開催 ［事業部会］ 

 測量及び地図に対する県民の理解と認識を深め、測量の果たす役割を広く伝え

る。防災や測量設計業に関する啓発に努め、測量設計業の振興と社会的地位の向

上を図るため、ちば地図展を開催する。本事業も、千葉県生誕 150 周年記念事業

の一環として、千葉県の地形や災害の特徴及びその対策に加え郷土の偉人・伊能

忠敬先生に関する展示等を行う。 

 

 期日場所  令和５年６月１０日 千葉県香取市 

 対  象  県民一般 

 事業予算  ３９０千円 

 

（５） 関係諸団体への役員派遣による情報収集 ［役員・会員］ 

測量設計業の全国的な動向及び関連業界との連携を図るため、国、県並びに（一

社）全国測量設計業協会連合会、同関東地区協議会、（公社）日本測量協会等の公

益的事業を行う諸団体の実施する研修会等に役員等を派遣する。 

 

 実施時期  通 年 

  



 

2. 共益事業 

（１） 関連団体との連携強化 

① 関係諸団体への負担金の拠出 

測量設計業並びに関連業界等における公益活動等を展開する各種団体（全測連、

同関東地区協、建産連等）に対し負担金を拠出する。 

 

 実施時期  通 年 

 

② 関係諸団体開催の会議等へ出席 ［役員・会員］ 

測量設計業の振興のための情報収集と連携を密にし、県内の公益目的事業推進

に資するため、全測連、同関東地区協議会、日測協、県建設関連委託業務団体連

合会等各種団体の会議に参加する。 

 

 実施時期  通 年 

 

（２） 協会会議の開催 

協会の公益目的事業を円滑に実施するため、また、運営に関する諸事項を決定

するために必要な会議を開催する。 

 

⚫ 通常総会       令和５年５月１０日 

⚫ 理事会、常任理事会  年度内 １２回程度 

※ 常任理事会［会長、副会長、常務理事、事務局長］ 

⚫ 委員会・部会     必要に応じ随時開催 

 

（３） 福利厚生事業 

○ 測量業グループ保険事務代行 

会員の福利厚生として、測量設計業に従事する者の万一の事故災害時に備えた

保険の加入・更新・保険金支払い等に係る事務を代行する。 


